
 
 

 

 

 

 

 

 

島根県立石見美術館 

特別展「弓浜絣」の開催について 
 

 島根県立石見美術館では、特別展「弓浜絣」を下記のとおり開催いたします。  

※開会式 9月 23日（土）9時 30分～ 

 

記 

1． 会 期  平成 29年 9月 23日（土・祝）～10月 30日（月） 

休館日：毎週火曜日（ただし 10月 3日は開館） 

開館時間：10:00～18:30（展示室への入場は 18:00まで） 

 

2． 会 場  島根県立石見美術館 展示室 A（グラントワ内） 

 

3. 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 関連プログラム スペシャル・ギャラリートーク 

展示作品の所蔵者であり、60 年以上にわたって弓浜絣を収集してきた村穂久美雄さんに、その魅力をお

話しいただきます。 

日時：9月 23日（土）10：00～ 会場：展示室 A 

聴講無料（ただし展覧会観覧券、またはミュージアムパスポートが必要） 

以 上 

平成 29年 9月 14日 
島根県芸術文化センター「グラントワ」 
（島根県立石見美術館） 
総務広報課 担当：志田尾・坂根・村川 
電話 :0856-31-1860 
Fax  :0856-31-1884 

 

山陰を代表する織物、弓浜絣。綿の生産が盛んだった鳥取県米子市の弓ヶ浜周辺にて、江戸中期

以降、戦後にかけ製作された藍染めの綿織物で、「宝袋」、「鶴・亀」などの図柄を織り出す「絵

絣」が多い点に特徴があります。農家の女性が家族の衣服をまかない、わずかな外貨を得るため

に製作された絣。暮らしの中から生まれた、その素朴で繊細な手仕事に宿る美を紹介します。 

【展示点数 200点（予定）】 

《弓浜絣／絵絣（宝袋）》 個人蔵 《弓浜絣／幾何学文》 個人蔵 


